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1.研究目的
　現在，人口減少社会の中，大都市のみならず地
方都市においても，都市全体の人口予測結果が増
加もしくは一定を保っている都市も存在する．市
街化区域は市街化を図る地域であるが，同じ市街
地を持つ都市間でも人口増減の状況は一様ではな
い．また，人口動態の異なる都市を対象とし，人
口予測を行い比較することは，都市の将来像を考
えていく上で基礎的知見となるものと思われる．
そこで本研究では，人口予測からそれぞれの都市
の密集度，年代別にも他人口分布等を分析するこ
とでその特徴を明らかにすることを目的とする．
2.研究方法
　九州内の市街化区域を持つ都市40都市を対象と
し，政令指定都市である北九州市，熊本市，福岡
市は他の都市とは規模が異なるので対象から除く．
まず，対象都市全体の2010年の人口実績値（国勢
調査）と2040年の人口予測データ（国立社会保障・
人口問題研究所）を元に40都市を主成分分析，ク
ラスター分析を行い 5分類し，将来的人口増減の
傾向を捉える．さらに同一都市内での地域的な人
口動態，分布を見るためにコーホート法を用いて
人口予測メッシュデータを作成する．5分類され
た都市のうちそれぞれ 4都市の計 8都市の人口予
測を行う．さらに，8都市に対して，空間的自己
相関，コンパクトシティー度，人口密度の指標で
都市を分析する．
3.1　都市を分類
　国立社会保障・人口問題研究所が発表している
「日本の地域別将来推計人口（平成25年度 3 月推
計）」の中から男女別・年齢別（5歳）階級別結
果の中から九州の市町村のうち市街化区域を持つ
都市の人口予測データを用いる．2010年から2040
年においての総人口の増加率，年少人口，生産年
齢人口，老年人口は総人口に対する各人口の割合
の増加率，老年指数を算出し，これらを主成分分
析での指標とする．
　主成分分析の結果，2つの軸が抽出された．図
1は主成分分析で抽出された成分 2つの数値をグ
ラフにしたものである．横軸は年代別に見た人口
の増加率を示し，値が大きいほど若い年代が多く，
値が小さいほど高齢者が多いことを示す．縦軸は
総人口の増加率を示している．
　全体で見ると若い年代の増加率が高い都市も有
るが，高齢者の増加率が高い都市が多い傾向にあ
る．また，総人口の増加率の差が大きく増加率が
低い都市が多く存在する．
　主成分分析の主成分得点を用いて40都市に対し
てクラスター分析を行う．その結果，5分類され，
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図1　主成分分析
グループ 特　　　徴 都市数
１ 総人口，若い年代の増加率がやや低い 14
２ 総人口の増加率は高く，高齢者の増加率が高い ９
３ 総人口の増加率は低く，若い年代の増加率が高い ４
４ 総人口の増加率は高く，若い年代の増加率が高い ８
5 総人口の増加率は低く，高齢者の増加率が高い 5
表1　クラスター分析
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表1は分類された都市の特徴と都市数を示す．図
2は分類された都市の平均値を示す．
3.2　人口予測
　同一都市内での地域的な人口動態，分布を見る
ためにコーホート法を用いて人口予測１kmメッ
シュデータを作成する．2005年と2010年の国勢調
査の結果を使用し，3.1で分類した都市のうち特
徴のあるグループ 2 からグループ 5 のそれぞれ
2都市計 8都市（グループ 2は大分市・古賀市，
グループ 3は別府市・門川市，グループ 4は那珂
川町・宰府市，グループ 5は延岡市，大牟田市）
の人口予測を2040年なで行った．例として，大牟
田市と太宰府市を示す．
　図 3，4，5，6 は太宰府市の2040年の人口予測
結果と2010年の人口の差を示している．太宰府市
はグループ 4の総人口の増加率は高く，若い年代
の増加率が高い都市に分類されている．総人口の
予測結果では，市街化区域内の東側での人口が大
幅に減少すると予測される．一方で西側のほうで
は人口が増加するという結果となった．年少人口
も総人口と同様に市街化区域内での人口分布に変
化がある．また生産年齢人口では，市街化区域内
での人口が減少し，市街化区域外にも人口が分布
すると予測される．老年人口では，市街化区域内
の人口は増加し，市街化区域周辺での人口減少が
大きい．
　図 7，8，9，10 は，大牟田市の2040年の人口予
測結果と2010年の人口の差を示している．大牟田
市は，グループ 5の総人口の増加率が低く，高齢
者の増加率が高い都市に分類される．総人口の予
測結果では，市街化区域内での人口減少が多く見
られる．また，年少人口や生産年齢人口において
も市街化区域内での人口が減少すると予測される．
図2　クラスター分析　平均値
図3　大宰府市総人口（2040年ー2010年）
図5　大宰府市生産年齢人口（2040年ー2010年）
図4　大宰府市年少人口（2040年ー2010年）
図6　大宰府市老年人口（2040年ー2010年）
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老年人口でも同様に市街化区域内での人口は減少
傾向にある．
3.3　人口分布
　2040年までの人口予測をもとに人口の分布状況
について分析を行う．空間的自己相関，人口密度，
コンパクトシティー度を用いる．
　空間的自己相関とは，地理学上で場所が近いほ
ど似たような結果，同じような現象になりやすい
ことを示す．クラスター化というのは，その空間
的自己相関が高いことを示し，人口が多く分布し
ているところが他の人口が多い場所の近くに分布
していることを表す．このＺスコアが大きいほど
空間的自己相関が高いといえる．Ｚスコアが２．５８
以上だとクラスター化している，－２．５８以上２．５８
以内だとランダム化，－２．５８以下の場合分散傾向
にあると考えられる．表 2，3 は，8 都市の都市
全体と市街化区域内での空間的自己相関の結果で
ある．
　都市全体と市街化区域内での結果では，8都市
の Zスコアの大きさでの順位が異なる結果を示
した．大宰府市や別府市などのように都市全体で
見ると Zスコアの値は大きくないが市街化区域
内で見ると値が大きくクラスター化されており市
街化区域内では人口が密集している都市であるこ
とがわかった．また，延岡市は都市全体での値は
大きかったが市街化区域内では，他の都市と大き
な差はなかった．
図7　大牟田市総人口（2040年ー2010年） 図8　大牟田市年少人口（2040年ー2010年）
図9　大牟田市生産年齢人口（2040年ー2010年） 図10　大牟田市老年人口（2040年ー2010年）
総人口　都市全体
グループ 都市名 2010年 2020年 2030年 2040年
２
大 分 市 33.74 33.80 33.20 31.27
古 賀 市 9.61 9.55 8.90 6.92
３
別 府 市 17.21 17.25 17.26 17.25
門 川 町 19.83 21.49 18.20 10.69
４
那珂川町 11.98 12.17 12.10 11.69
太宰府市 8.41 8.30 8.06 7.69
5
延 岡 市 42.06 40.79 38.87 37.69
大牟田市 26.63 26.53 26.35 25.93
総人口　市街化区域
グループ 都市名 2010年 2020年 2030年 2040年
１
大 分 市 17.43 16.96 16.38 15.70
古 賀 市 3.42 3.03 1.02 -0.59
２
別 府 市 7.48 7.53 7.56 7.60
門 川 町 2.39 2.77 2.32 0.85
３
那珂川町 2.98 3.05 3.00 2.75
太宰府市 5.86 5.84 5.81 5.74
４
延 岡 市 6.83 6.67 6.73 6.89
大牟田市 9.61 9.62 9.62 9.63
表2　空間的自己相関　都市全体 表3　空間的自己相関　市街化区域
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　図13に人口密度2040年から2010年の差をグラフ
に示す．グループ 5の延岡市や大牟田市では人口
密度が大幅に減少し，延岡市での市街化区域内で
の人口減少が大きい．また，グループ 4の太宰府
市や那珂川町では，都市全体，市街化区域内にお
いても人口密度が増加傾向にある．また，那珂川
町では，市街化区域内での人口密度が大きく増加
している．
　次に都市のコンパクト性を分析するために以下
の式⑴，⑵を用いてコンパクトシティー度を算出
する．
　コンパクトシティーの基準として人口集中地区
（40人 /ha 以上の地域）の基準を用いる．今回
はDID地区を人口予測で作成した地図を用いて，
１kmメッシュ4000人以上メッシュを DID 地区
と設定する．このコンパクトシティー度Ⅰ，Ⅱの
値が高いほどよりコンパクトな都市であるといえ
る．人口予測を行った 8都市のうち大分市，別府
市，那珂川町，大宰府市が 4000（人 /km2）以上
のメッシュの分布があり，この 4都市に対して行
う．表 4に結果を示す．
コンパクトシティー度Ⅰ＝

DID 地区内人口（人）
DID地区面積（ha） 　⑴
コンパクトシティー度Ⅱ＝

DID 人口（人）
都市全体の人口（人）
　⑵
　大分市，那珂川町では那珂川町，太宰府市に
比べ 2010 年のコンパクトシティー度の値は大き
かったが 2040 年にかけて減少しており，コンパ
クト性が低くなると予想される．那珂川町，太宰
府市では，コンパクトシティー度が 2040 年にか
けて増加しておりコンパクト性が増すと考えられ
る．那珂川町，太宰府市はグループ 4に分類され
総人口の増加率が高く人口がコンパクトに分布す
ると考えられる．
4.まとめ
　 8都市の人口予測を行った結果，将来人口の分
布の状況が異なる結果を示した．太宰府市では，
市街化区域内の人口分布が将来的には変化する結
果を示した．また，大牟田市では，人口が2040
年にかけて減少していくが分布範囲は変わらずに
全体で人口分布は減少する予測となった．
　空間的自己相関の結果では，大宰府や別府市な
どは，都市全体では Zスコアがあまり高くないが，
市街化区域で見た場合 Zスコアが高いことから
市街化区域内では人口が密集していると思われる．
都市全体の結果では 8都市の中で山や河川等の自
然を持つ都市のほうが，人口の分布するところが
限られているのでより密集度が高いと分析されや
すい．
　コンパクトシティー度の結果では，グループ 4
の分類される那珂川町，大宰府市が2010年から
2040年にかけてコンパクトシティー度が増加しコ
ンパクト性が高まる． 4つの都市のうち太宰府市
が最もコンパクト性が高くなると予測される．
　人口密度では，グループ 5の延岡市，大牟田市
において人口密度が大幅に減少する．また，グルー
プ 4の大宰府市，那珂川市では都市全体，市街化
区域内どちらも人口密度が高くなる．
　今回の研究では，特徴のあるとされる分類 4つ
の中から 8都市の分析を行った．人口分布では都
市によって分布の変化が異なるものがあることが
わかった．
図13　人口密度（2040年ー2010年）
グループ 都市名
2010年 2020年 2030年 2040年
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
２ 大 分 市 51.52 0.40 48.79 0.21 49.87 0.20 48.77 0.24
３ 別 府 市 48.98 0.31 46.75 0.32 46.24 0.26 48.79 0.15
４ 那珂川町 45.07 0.27 45.03 0.43 47.18 0.35 51.68 0.38
４ 太宰府市 40.35 0.06 44.75 0.18 53.70 0.29 64.98 0.36
Ⅰ：コンパクトシティー度Ⅰ（人／ ha）Ⅱ：コンパクトシティー度Ⅱ
表4　コンパクトシティー度
